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ギョール、1898）などの著作や英国国教会の
宣教師デニングの『伝仁演説集』（デニング、
1886）や『宗教と日本魂』（デニング、1886）
などの著作、また、キリスト教系の啓蒙思想
家である明六社の植村正久の著作『霊性の危
機』（植村、1911）などがあげられる。以後も、
この流れは連綿と続き、宗派を問わずキリス
ト教系の思想家によるものが主流であった。
リギョールの『唯物論と霊性論』は、唯物論
者をふくむ四人の議論を通して、唯物論を諸
悪の根源として批判する内容である。この場
合の唯物論とは物質主義のことである。一方、
デニングの「霊魂ト肉体ノ緻密ナル関係ヲ論
ス」（『伝仁演説集』113－139頁）では、唯神
論と唯物論を両極として批判し、霊魂と肉体
の関係に関して中庸を提唱している。この場
合の中庸とは、つまり霊魂と肉体は別ではあ
るものの一体の存在であるということであり、
キリスト教思想に多い霊肉二元論とは異なる。
また、デニングの『宗教と日本魂』は、キリ
スト教と比較した場合の神道の非宗教性と日
本人の宗教意識について書かれた著作であり、
これらに対して否定的な立ち位置となってい
る。
　「『思想としての精神世界』の変遷とその生
命観・人間観の文学への影響概観」（三浦、
2016）において、戦後から現代に至る「思想
としての精神世界」の文化的な状況と文学へ
の影響についての概観を行った。しかし、「精
神世界」と不可分な「霊性」の思想は、これ
よりはるか以前から日本に流入している。「霊
性」の思想は本来、キリスト教という一神教
の唯一絶対神との交感をさすものであるから、
厳密な意味ではこれを仏教や神道、アニミズ
ムそして近現代のニューエイジ思想に当ては
めるのは妥当ではない。しかしながら、語義
を広げて、唯一絶対神以外の人がたどり着い
た境地としての仏や多神教の神、そして精霊・
妖精・人霊（生霊・死霊）などの存在や異界
との交感などもふくめた神秘主義的な精神の
活動をさす場合が多々あり、ここではそうし
た幅広い語義に即しながら、その都度本来の
意味づけにも立ち戻って考察してみたい。
　明治維新以降の比較的早い時期に霊性の思
想は日本に入ってきている。しかし、それは
もっぱらキリスト教系の霊性の思想である。
代表的なものとしては、来日したカトリック
の宣教師リギョールの『唯物論と霊性論』（リ
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テスタントの合同教会である日本基督教団で
洗礼を受け伝道師となっており、やはり背景
にはキリスト教的な思想があることは言を俟
たない。富岡幸一郎が、透谷を「霊性」の観
点から論じている（富岡、2007）が、当時ま
だ日本に流入したばかりのキリスト教を皮相
な流入とみており、真実の知性である霊知霊
覚から「内部生命論」『蓬莱曲』などのスピ
リチュアルな作品をものしたとしている。『蓬
莱曲』は現世的・物質的な世界観との対決を
描いており、霊肉二元論的な面はあるにせよ、
霊性への希求という点ではきわめてスピリ
チュアルな作品といっても良いであろう。ま
た、「内部生命論」も形骸化したイデオロギー
などに対置して生命思想を説いている。
　ここまでの霊性は、神との交感を暗示しな
がらも、北村透谷の詩を除いて、必ずしも神
秘主義的な色彩を帯びたものではない。
　しかし、明治末期に鈴木大拙がスウェデン
ボルグの『天界と地獄』（スウェデンボルグ、
1910）他を翻訳し、スウェデンボルグの神秘
主義思想を日本の思想界に持ち込んだことか
ら事態は大きく変化してきた。「思想として
の精神世界」において霊性が大きく文化の前
面に登場したのは、現代におけるニューエイ
ジ思想及びニューサイエンスの登場以降であ
るが、それ以前にこうした霊性の思想を日本
において広く提唱したのは鈴木大拙の力によ
るところが大きいであろう。
　『日本的霊性』（鈴木、1944）は戦前の政治
体制は、国家・皇室祭祀・神社神道を一体化
させ、国民を不幸な一方向へと導いた、（他者
のための自己犠牲が自らの意志によるもので
はなく強制や洗脳によるものであり、霊性の
ように擬態しながら霊性（スピリチュアリ
ティ）とは全くかけ離れた文化・思想・社会
　日本人の手になる霊性を俎上にした書籍と
して最初のものは、植村正久の『霊性の危機』
（植村、1901）である。やはりキリスト教の
霊性論であり、植村は日本のプロテスタント
の指導者である。カトリックとプロテスタン
トの「霊性」という言葉の質や概念の相違を
考えてみることも必要であろうが、ここでは
本題から外れるので割愛する。『霊性の危機』
冒頭の「霊性の危機」（同書１－７頁）には、
ション・スチュワート・ミルやアッシジのフ
ランシスらの例を通じて人生の危機における
霊性の目覚めが説かれている。この場合の「霊
性」とは、我欲を捨てて自分以外の大なるも
の、フランシスの場合は神のために尽くすと
いうものである。これ以前の著作『真理一班』
（植村、1884）において、植村は既に第７章「人
ノ霊性無究ナルヲ論ス」（同書167－209頁）
で「霊性」について論じており、これが近代
において日本人が霊性について論じた最初の
文章であろう。植村は、心理や思想を物質的
な作用としてみる唯物論を批判し、霊魂と肉
体を対置させて論じながらもこの二者は全く
懸隔した別物ではなく一体のものであると述
べている。キリスト教は、プラトン思想の影
響を受けて比較的早い時期から霊肉二元論に
変質していったわけであるが、植村の霊性論
はこれとは異なり、東洋的な心身一如を思わ
せる内容となっている。
　キリスト教的な霊性と東洋的な霊性、また
現代のニューエイジの霊性には、本質的に大
きな差異があるであろうが、既にこの時期に
おいて、キリスト教系の思想家の説く「霊性」
にも、このような差異が生じているのである。
　文学者として最も早く霊性を扱ったのは、
北村透谷であろう。北村透谷は霊性と異界を
描いたスピリチュアルな詩人であるが、プロ
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品では比喩や象徴、大衆性のある作品では物
語をおもしろくするための単なるアイテム―
―つまりエンターテインメント的要素として
のみ登場しているように思われる場合も多々
ある。この辺の立ち位置には、疑問をいだか
ざるを得ない。もちろん文学や芸術にはおも
しろさは必要なのだが、エンターテインメン
ト的要素のみとなると、話は別である。
　戦前・戦中に国家神道の擬態された霊性を
半ば受け入れた文学者たちは、戦後、価値観
の再転換をやむなくされ、行き場を失った霊
性へのベクトルが、様々な形で作品に表象し
ている。戦後派の野間宏の『我が塔はそこに
立 つ 』（ 野 間、1962） や『 親 鸞 』（ 野 間、
1994）などの親鸞論、埴谷雄高の『死霊』（埴
谷、1964－）、三島由紀夫の『英霊の声』（三
島、1966）や『豊饒の海』（三島、1965－71）、
高橋和巳『邪宗門』（高橋、1965－66）など
の作家におけるプラス・マイナスの霊性への
関心、怪獣映画の原作である香山茂の『怪獣
ゴジラ』（香山、1954）、中村真一郎・福永武
彦・堀田善衛の『発光妖精とモスラ』（中村・
福永・堀田、1961）などに描かれた民間信仰
的な発想にも、そうした志向が伏流している
ように思われる。これには、戦後の霊性への
模索や探求が表象されていると思われる。
　現在、学術においては、宗教学の分野にと
どまらず、福祉・医療・哲学・教育などの分
野では、霊性を観点とした研究が表舞台に登
場してきている（鎌田、2014-2016）。特に福
祉においては、死生学の影響を受けたグリー
フケアが一般に多大な関心を生んでおり、ス
ピリチュアルケアという用語まで誕生した。
医療は両極に分かれるものの、帯津良一らに
見られるように東洋医学を取り入れた方向で
の先端的な領域（帯津、2009）では、ホーリ
体制・国家体制の一元化に対しての反措定と
して書かれている。また、これに対して、本
来の「日本的霊性」とはどのようなものなの
かを深く追求した思想書である。鎌倉時代に
大きく発展した浄土系と禅系の思想に傾斜し
すぎているという批判もあるものの、日本に
おける霊性思想が国家神道による擬態された
霊性のみではなく、まったく異なった角度か
らのものがあることを提示した点で画期的で
あると同時に、擬態された霊性への批判たり
えている。
　現代においては、霊性（スピリチュアリ
ティ）に対して批判的な論考は多いが、その
多くが儒教・朱子学の流れを引く思想が生み
出した家族国家観を基盤とした国家神道（皇
室祭祀と神社神道及び英霊信仰）の復活・復
興をもくろむ政治勢力や社会勢力・組織など
の企図した擬態された霊性観への批判である
（島薗・中島、2016）。また、一部、擬態され
た霊性観による組織や個人の営利や権力拡大
への商業的・経営的な批判もある。いずれも
本来の霊性そのものへの批判とは言えない。
霊性に対する批判的見解が、霊性をこうした
ものだけに限定してしまうのは、視野狭窄で
はないかと思われる。
　現代では、怪談や怪異の研究や評論が一部
で盛んになってきているが、気になるのはそ
の立ち位置である。宇宙観・世界観などの思
想と文学・芸術・文化とは切っても切れない
関係にあると思われるが、異界や超常的な事
象が言葉の世界だけの、あるいは物語の世界
だけのものとして独り歩きし自己完結する自
閉的な世界観を持っている傾向があるように
思われる。そしてまた、評論家や研究者もそ
れを良しとしているきらいがある。異界や怪
異は、世界観の反映ではなく芸術性のある作
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いるが、カソリック信者であった遠藤にして
みれば、ここまで信仰を問い直し、霊的な世
界を描くのは大変な冒険であったかもしれな
い。しかし、『怪奇小説集』（遠藤、1973）な
どにみられる遠藤の怪談や怪異、超常現象な
どに対する偏見なきあくなき関心を考えると、
決して故なきことではなかったろう。しかも
それは、おそらく遠藤の世界観・宇宙観とも
どこかで通底しており、不可分なものであろ
う。
　大江健三郎は、『燃え上がる緑の木』（大江、
1997）において、魂の癒しと救いの問題を扱っ
ている。既に大江の後期作品には、ニューエ
イジや精神世界の思想の影響を濃厚に看取す
ることができる。『万延元年のフットボール』
（大江、1967）には、社会的な視点・反権力
的な視点以外に、故郷の濃密な自然、森林、
樹木との交感が登場しており、この後の『洪
水はわが魂に及び』（大江、新潮社、1973年）
においては、社会批判を終末論に重ねたよう
な題材とともに樹木や自然・宇宙との交感が
描かれている。大江自身が『ヨナ書』『黙示録』
等、聖書の影響を述べており、霊性（スピリ
チュアリティ）が当初、キリスト教から発生
し日本に輸入されたことから、この述懐は至
極、当然のことのように思われるが、キリス
ト教経由の霊性だけではなく、当時、新たに
日本に流入してきていたニューエイジ思想、
及びニューエイジから生まれたニューサイエ
ンス思想の影響を受けていることが考えられ
る。核時代への批判や反体制的な志向ととも
に作品に登場する瞑想的な世界、脱人間中心
主義、等の特徴は、キリスト教的な色彩とは
異なると思われる。
　また、中上健次は『熊野集』（中上、1984）
等において呪術的な世界を、古井由吉は『山
スティックに人間を考え、霊性もまたその大
きな一部となっている。教育学でも、シュタ
イナー教育にとどまらず、西平直らにより霊
性の教育が提唱されている（西平、1999）。
　しかるに、近現代の文学研究にありがちな
霊性への批判的あるいは冷ややかな視点は、
文学という本来、霊性と不可分であったジャ
ンルを過剰に科学的に合理主義的に考えよう
とする傾向から生じたものであり、他分野以
上に研究者の科学的合理主義的な視点への拘
泥があるのではないか。それは、坪内逍遥以
来の文学蔑視への対抗意識による過剰な科
学・合理主義への傾斜によるものかもしれな
い。現在もまた実学重視の風潮の中で、人文
科学が軽視される傾向にあるが、それに対し
ても同様な反応を行っているのではないだろ
うか。
　しかしながら、ニューエイジから精神世界、
スピリチュアリティへの流れは、日本の現代
文学にも大きな影響を与えていた。リゼット・
ゲーパルト『現代日本のスピリチュアリティ』
（ゲーパルト、2013）には、現代日本文学に
おける霊性に関する優れた分析が見られる。
批判的な筆致で描かれている部分もあるが、
これについては先述したように日本独特の宗
教国家観に対する批判からくるものである。
　この書において、主に取り上げられている
作家は、安部公房、遠藤周作、大江健三郎、
古井由吉、中上健次らである。ここでは、こ
れらの作家については、この著書に基づく概
略にとどめたい。
　カソリックの視点から宗教者の問題を扱う
とともに、一方で自身の体験から怪談をも執
筆した遠藤周作は、輪廻転生を扱った小説『深
い河』（遠藤、1993）を執筆している。思想
としての精神世界の入り口で物語が終わって
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この『教祖様』（芹沢、1959）という作品を、
世評の高い『人間の運命』（芹沢、1962-68）
と並べて、晩年に芹沢自身が代表作と述べて
いる。執筆時に中山みきのことを深く知るに
つれ、教団組織の維持ということとは全く無
縁な教祖の生き様に心打たれたという。
　『神の微笑』には、この後、72歳時の「芹沢」
の神秘体験が描かれる。「芹沢」は、中山み
きの霊と遭遇し、直に様々なアドバイスを受
けたという。そこには、大変な苦行を重ねて
ようやく神霊とコンタクトを取れるように
なったという謙虚な姿勢や人に対する感謝の
気持ちの大切さ、「芹沢」に対する愛情のこ
もった適格なアドバイスなどが語られる。ま
た、教祖以前の人間としての中山みきの素晴
らしさが語られている。自らを高めるために
修行し、常に他者に対する感謝と愛情を忘れ
ないというところには、信仰や修行なくして
はたどりつくことが難しい境地が語られる。
文学が人間学であるなら、そして人間学が人
間としてのより良い状態をめざすものである
とするならば、そのために必要な信仰や修行
というものの意義が示されている。芹沢は、
日本ペンクラブの会長も務めた人望のある作
家であるが、「芹沢」自身の神秘体験のみなら
ず、後半には、霊能者とでも呼ぶべき青年の
話も登場する。宗教学者の大学教授の紹介で
88歳時に初めてで出会った青年によって再び
中山みきとコンタクトをとった「芹沢」はも
う既に老衰状態であったにもかかわらず、青
年がかつて自らが見た中山みきである老婆の
相好に変化し原稿を書くように言われると、
スラスラと多くの原稿を書くように変化する
など、様々な常識では考えられないような事
象に遭遇している。こうした文学者の神秘体
験もまた、「霊性」から鑑みるに文学たりうる
躁賦』（古井、1982）において、異界との境
界が曖昧な世界像を描いている。
　以上が『現代日本のスピリチュアリテイ』
において、主に取り上げられている作家であ
るが、ドイツでの原著の出版が2001年である
ことや国外からの視点であることなどにより、
この書籍において論ぜられなかった作家・作
品もある。
　芹沢光治良は、90歳から１年ごとに書き下
ろした『神の微笑』（芹沢、1986）に始まる「神
シ リーズ 」（ 芹 沢、1986－1993） に お い て、
自らの神秘体験からたどりついた独自の精神
世界を描いている。ここには作家の体験とと
もに、一作ごとに変化し深化してゆく境地も
描かれている。また、芹沢自身の神秘体験や
シャーマン的な霊感を持った実在の人物も登
場する。
　芹沢は明治生まれであり、晩年の芹沢と交
友があった大江健三郎よりも40歳近く、遠藤
周作よりも30歳近くも上の世代であるが、作
家デビューは遅く、しかも戦中であったため、
実際に作家として高く評価されたのは戦後で
ある。戦後、活躍した作家のなかでも霊性を
取り上げた作品に特異なものがあるため、こ
こで少し紙数を費やして言及したい。「神シ
リーズ」は、私小説のようなスタイルで書か
れており、作者と語り手は近い存在であろう
し、実世界の情報についてはほぼ実際の通り
であるが、ここでは「芹沢」と表記すること
にする。
　「芹沢」は、父が天理教信者であっただけ
ではなく、過剰な信心から全財産を奉納して
しまったため、貧窮と苦悩の人生を歩んだ。
こうしたことから当初、「芹沢」は無信仰で
あったが、その天理教より依頼を受けて、天
理教教祖の中山みきの伝記小説を執筆した。
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死後の世界、火の玉など様々な神秘的な事象
が描かれている。特に、霊なのか残存思念な
のかという曖昧な視点で書かれた神秘現象が
登場する『ふたりのイーダ』や死後の世界と
の交感を描いた『死の国からのバトン』（松谷、
1976）などは、特に神秘主義的な色彩が濃い。
そしてまた、晩年には、木下順二の影響下に
聞き書き的な怪異を集成した書籍『あの世か
らのことづて』（松谷、1984）『異界からのサ
イン』（松谷、2004）『現代民話考』全８巻（松
谷、1985-87年）なども刊行している。
　21世紀以降、特に霊性に多大な興味を示し
ており、多くの小説やエッセイにおいて、ス
ピリチュアルな色彩を帯びた作品を執筆して
いる作家が吉本ばななである。
　超能力や心霊への関心を示し、南島の気に
満ちたサイパン島において、風俗的な描写の
中でかつての戦時中の日本人の霊をもさりげ
なく描いた『アムリタ』（吉本、1994）は、『現
代日本のスピリチュアリティ』においても取
り上げられている。以前から自ら「オカルト」
に分類する作品を執筆していた吉本は、物質
科学や合理主義からはみ出た分野への関心が
非常に強く、ウィリアム・レーネンやゲー
リー・ボーネルなどの霊能者と呼ばれる人物
や宗教家との対談もしばしば行っている。ダ
ライラマ14世との対談『小さないじわるを消
すだけで』（ダライラマ14世、吉本、2014）
では、スピリチュアルな気づきについて取り
上げている。
　『サーカスナイト』（吉本、2015）では、数
奇な恋愛を日常的な淡々とした描写で描きな
がらも、見えない世界との交流や、見えない
世界への憧憬と畏敬、実際に見えない世界が
人々に影響を与えて動かしてゆくさまが、生
き生きと描かれている。この作品にもバリ島
と思われる。海外でも日本古典でも、こうし
た文学は存在するからである。また、文学と
は多層的な芸術であることから、筆者はそれ
を望まないが、自己完結した異色のファンタ
ジーとしても読める。
　村上春樹も、ニューエイジとは微妙な距離
感を保ちながらも、「鏡」（村上、1983）「レキ
シントンの幽霊」（村上、1996）、など幾つか
の怪異や超常現象を扱った作品で、スピリ
チュアルな文化からの影響をにおわせている。
村上が超常的な事象を興味深く取り上げなが
ら、最終的に錯覚や幻覚なのか、それとも事
実なのかを曖昧に終わらせる点は、ストー
リーテラーならではの技術と思われる。本人
は明確に語ってはいないものの、どこかス
ティーヴン・キングの影を感じさせる。ステー
ヴン・キングはホラー作家として名高いが、
超常現象やスピリチュアルな作品も多数、描
いている。例えば、幽霊の夜会はアメリカで
の怪談としてはポピュラーなものであろうが、
『シャイニング』のそれを思わせる。英語圏
文学に関心のある村上が、スティーヴン・キ
ングの影響を受けていないと言えばうそにな
るであろう。
　五木寛之もまた、『大河の一滴』（五木、
1998）以降の数々のエッセイ集において、東
洋的神秘への関心をうかがわせる著作を幾つ
か書いている。『気の発見』（五木、望月、
2004）『神の発見』（五木、森、2005）『霊の
発見』（五木、鎌田、2006）などの対談集では、
近代合理主義思想とは異なる様々な分野に精
通した知識を披露している。
　松谷みよ子も、ニューエイジの影響を思わ
せる作品を執筆している。『ふたりのイーダ』
（松谷、1969）に始まる『直樹とゆう子の物語』
五部作には、霊、超常現象、過去の残存思念、
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介『宮沢賢治―存在の祭りの中へ』（見田、
2001）、桑原啓善『宮沢賢治の霊の世界』（桑
原、2001）、栗谷川虹『宮沢賢治　異界を見
た人』（栗谷川、2015）ら多くのスピリチュ
アルな、作品が書かれている。
　スピリチュアル翻訳文学と言う視点から見
るならば、海外の精神世界の文学の翻訳者・
紹介者として代表的な人物に山川絋矢（1941
年～）・亜希子（1943年～）夫妻がいる。山
川夫妻は、女優シャーリ ・ーマクレーン（1934
年～）の自伝的エッセイ『アウト・オン・ア・
リム』（マクレーン、1986）を皮切りに数々の
翻訳を手掛けてきた。
　中でも特に社会に大きな影響を及ぼした作
品には、『前世療法』（ワイス、1991）『フィン
ドホーンの花』（キャディ、1994）『アルケミ
スト』（コエ―リョ、1994）『聖なる予言』（レッ
ドフィールド、1995）、『魂の伴侶』（ワイス、
1996）などがあり、不可視な領域を扱った科
学者の著書や高い精神的境地へと至る道筋を
描いた文学作品が中心である。
　ここでは精神世界を扱った文学作品を概観
してみたい。
　『アルケミスト』は、ブラジルの作家パウロ・
コエ―リョの世界的なベストセラー小説であ
る。強い思いが、かなえがたい夢をも実現さ
せてゆくという内容であり、思念の実世界へ
の影響や錬金術を扱ったスピリチュアルな作
品であるが、そうした神秘主義的な事象に否
定的な読者もファンタジーとして読める作品
である。
　『聖なる予言』はアメリカで大ベストセラー
となった冒険小説である。冒険のたびに新た
な気づきを得て、精神的な境地を明確に一歩
ずつ高めてゆくという構成の作品である。精
が登場し、南島における異界との境界の稀薄
さが強調されている。
　児童文学作家の梨木香歩も、『西の魔女が死
んだ』（梨木、1994）『沼地を抜けて』（梨木、
2005）『蟹塚縁起』（梨木、2003）、『冬虫夏草』
（梨木、2013）などがある。
　『西の魔女が死んだ』は、孫の祖母との田
舎での日常生活を淡々と描きながら、魔女・
魔術に対する認識の転換が描かれる。アニミ
ズム的な自然回帰と漢方的・東洋医学的な魔
女・魔術観をうかがうことができる。梨木は、
『スピリチュアル・データブック2007』（ブッ
ククラブ回、2007）の序文を執筆しており、
2007年の時点でフリーターやニートなど進歩
や効率から逸脱した存在を問題視せず、見直
そうとした発言を行っている。
　日本の精神世界を描いた文学作品は、異界
に舞台を設定するものよりも、ごく普通の日
常世界の中での異界とのさりげない交流や非
日常への気づきを表現したものが目につく。
　エッセイの分野でも霊性を扱った作品は多
いが、いかがわしさを感じさせない質の高く
ないものは少ない。その中にあって、画家で
ありエッセイストでもある宮迫千鶴は、質の
高いスピリチュアルなエッセイを多数執筆し
ており、ニューサイエンスの翻訳者として著
名な吉福伸逸との対談も行っている。（宮迫・
吉福、2001）
　霊性を扱った文学研究評論は、決して多く
はないものの、宮沢賢治の評論などを中心に
多数書かれている。鎌田東二は、『霊性の文学
誌』（鎌田、2005）などにおいて、文学と霊
性の関係性について早いうちから論じている。
宮沢賢治論には、鎌田東二の他にも、見田宗
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神的な高まり・深まりを描いているという点
で、遊戯的・自己完結的なエンターテインメ
ントとしての冒険小説やファンタジーとは、
一線を画している。この作品のようにエン
ターテインメントの要素を精神世界の思想と
効果的に融合させながら、本格的に精神世界
における心の境涯の変化を扱った文学作品は、
残念ながら本邦にはまだ稀少と言っても過言
ではないだろう。
　日本の思想としての精神世界の動向を考え
るならば、宗教学あるいは医療・福祉といっ
た一部の分野を除いて、常に合理主義・物質
科学の側からの批判にさらされがちである。
こうした動向の中で翻訳という形で良質の精
神世界関連の文学や書籍を翻訳し続けた山川
夫妻の日本の「思想としての精神世界」への
貢献は非常に大きなものと思われる。
　現代では、サブカルチャーと文学・芸術の
境界を取り去った見方をされることも多い。
特に絵本は、近代に入り創作童話と不可分な
ものとなったため、もっとも文学に隣接した
分野といえよう。
　スピリチュアルな作品を描く絵本作家の一
人に葉祥明がいる。葉もまた、絵本も漫画、
アニメーション、映画などとともにストー
リー性のあるものは文学であると述べており、
絵本文学と言う言葉も用いている。葉祥明の
代表作には、『リトル・ブッダ』（葉、1996）『イ
ルカの星』（葉、1996）『ひかりの世界』（葉、
1997）『ヒーリング・キャット』（葉、2004）
などがある。この他、スピリチュアル絵本の
試みは、様々な著者によって行われている。
佐野洋子の『百万回生きた猫』（佐野、1977）
なども輪廻転生を主題としており、霊性を
扱ったスピリチュアル童話絵本に分類できる
ものと思われる。
　映画・漫画・アニメーションなどにも精神
世界を扱ったものが多いことも、しばしば論
じられている。映画は邦画は決して多くはな
いものの『黄泉がえり』（塩田、2005）『ツナ
グ』（平川、2013）『スープ』（大塚、2012）
などの作品があり原作ともども一定の評価を
受けている。漫画ではスピリチュアルな題材
の作品は非常に多く、手塚治虫の『火の鳥』（手
塚、1954－86）に始まり、それに続く竹宮恵
子、萩尾望都、山岸涼子、そしてますむらひ
ろし・諸星大二郎らが、スピリチュアルな作
品をものしている。竹宮・萩尾はSF、山岸
は歴史、ますむらはファンタジー、諸星は伝
奇といったそれぞれの得意分野において霊性
を扱った作品を創作している。アニメーショ
ンでは、手塚のアニメ版『火の鳥』の後、特
に宮崎駿の作品が一つの起点として考えられ、
後のアニメーションに多大な影響を与えてい
る。現在では、『ミヨリの森』（山本、2007）『精
霊の守り人』（海辺他、2016－18）など、日
本ではこれまで少なかったスピリチュアルな
異界ファンタジーがアニメ化され原作ともど
も評価されている。
　現代日本の文化やサブカルチャーにおいて
は、発想やキーワードがエンターテインメン
トとして利用されるという商業主義的なもの
から、感性的な志向まで非常に高い人気を誇
る霊性の領域であるが、それが未来を切り開
く思想としての問題となると、ことに当代の
文化人や知識人からは批判・否定される傾向
が強い。これは、国家神道という特異な宗教
国家観による対外戦争や国内の統制といった
戦前の問題や、現代のオウム事件をはじめと
したカルト宗教の問題などが一因であろう。
また、日本において、中立公正・不偏不党な
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宗教教育や神秘主義思想に関する教育や啓蒙
がこれまで行われてこなかったこととも関係
があるだろう。知識人・文化人と目される人々
であっても、時代の文化や社会の傾向の影響
は決して免れることができない。宗教や神秘
主義など意識と潜在意識とを架橋する領域の
深い見識なくしては、霊性についての正しい
判断や認識をもつことが極めて難しい。ゆえ
に転ぶことを畏れて、過剰にロゴス中心主義、
実証主義からの逸脱を嫌う。しかしながら、
物質科学もロゴスも合理主義も万能ではない
し、これらもまた一種の信仰であることは、
既に19世紀以降の科学や合理主義の様々な問
題点からも指し示されている。欧米では、表
の思想である合理主義や物質科学の裏面に裏
の思想である神秘主義の流れが表裏一体と
なって展開してきたことはしばしば指摘され
ているところであり、固定観念や偏見の無い
中立公正の観点で「霊性」を鑑みるならば、
地球規模の閉塞状況からの未来を切り開く可
能性について期する点も大きいのではないか。
　ことに文学や芸術においては、その自由な
表現形態から「霊性」を有機的に、ホーリス
ティックに描くことで、新時代を切り開く世
界像・生命観を創造することが可能となる。
文学や芸術、文化は日常の瑣事やおもしろお
かしい妄想に終始すべきではなく、大局から
世界観を描くものと考えるべきではある。「霊
性」の可能性を表現によって先端的に示すこ
とができる分野は文学・芸術・サブカルチャー
などの文化なのではないかと考え、今後もそ
の可能性を考察してゆきたい。
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